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岡山県におけるインフルエンザ流行について（平成13年度）
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要 旨

平成13年度の岡山県における「集団かぜ」患者は，平成13年12月17日に初めて確認されたものの，その後しばらく

発生はなかったが，翌年第４週から増加し始め，第６週（２月上旬）にピークに達した。その後いったん減少したも

のの，再び増加に転じ第10週（３月下旬）に２度目のピークに達し，第13週に終息した。届出患者総数は４,583人と

過去15年間では４番目に小規模な流行であった。一方，岡山県感染症発生動向調査に基づくインフルエンザ患者数の

推移をみると，集団かぜと同様に二峰性の流行パターンが認められた。また，定点あたり患者総数は94.25人と過去15

年では３番目に低い水準であった。ウイルス分離成績などから，今年度はＡソ連型インフルエンザウイルス（Inf.V）

を主流行とする，Ａ香港型およびＢ型 Inf.V との混合流行であると推察された。さらにＢ型 Inf.V については山形

系およびビクトリア系という抗原性の異なる２種類のウイルスが混在していた。このように多種類の Inf.Vが存在し

たのにもかかわらず，流行が比較的小規模で終わった要因としては，①Ａソ連型，Ａ香港型および山形系Ｂ型 Inf.V

とも昨年に引き続いての流行であり，かつウイルスの抗原性に大きな違いがみられなかったこと，②昨年度は検出さ

れなかったビクトリア系Ｂ型 Inf.V についても，その流行が県北部の一部地域にとどまったことなどが考えられた。

［キーワード：岡山県，集団かぜ，疫学，インフルエンザウイルス］

はじめに

平成13年度の岡山県におけるインフルエンザ流行を

解明するため，インフルエンザによる学年または学級

閉鎖措置校の患者（いわゆる集団かぜ患者）および岡

山県感染症発生動向調査事業（発生動向調査）に基づ

くインフルエンザ患者の発生状況を把握した。さらに，

患者から咽頭拭い液を採取し，インフルエンザウイル

ス（Inf.V）の分離を試みるとともに，分離ウイルスに

ついて型別および抗原性解析を実施した。

材料及び方法

インフルエンザ患者発生状況

集団かぜ患者発生数については，岡山県健康対策課

が取りまとめた「インフルエンザ施設別発生状況報告」

をもとに集計した。また，発生動向調査の患者情報に

基づき，定点あたりのインフルエンザ患者発生状況を

把握した。

ウイルス分離材料

平成13年12月～平成14年３月に集団かぜが発生した

12施設の患者56人，および平成13年度の発生動向調査

期間中に確認されたインフルエンザ患者65人の，あわ

せて121人から採取した咽頭拭い液をウイルス分離材料

とした。

血清検査材料

前記12施設のうち施設№６（岡山市立芳泉中学校）

の患者５名からペア血清（急性期および回復期血清）

を採取した。

ウイルス分離・同定法

MDCK細胞を使用しウイルス分離を行った 。採取

した咽頭拭い液を培養細胞に接種し，盲継代２～３代

後に細胞変性効果のみられた検体について，モルモッ

ト赤血球を用いて定法 に従い赤血球凝集（HA）試験

を実施した。HA 試験により Inf. V の存在が疑われ

た検体について，Ａソ連型 Inf.V 標準株（Ａ/モスク

ワ/18/98およびＡ/ニューカレドニア/20/99），Ａ香港

型 Inf.V標準株（Ａ/パナマ/2007/99），およびＢ型 Inf.

V標準株（Ｂ/ヨハネスブルグ/５/99およびＢ/秋田/27/

2001）に対するフェレット感染血清（国立感染症研究

所より分与）を用いた赤血球凝集阻止（HI）試験 によ

り同定および型別を行った。

さらに，Inf.Vの関与が証明されなかった集団かぜ

発生施設の検体および発生動向調査の検体については，
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FL および Vero 細胞を用いたウイルス分離も実施し

た。

血清検査方法

採取したペア血清について，定法 に従い前記標準株

に対する HI 抗体価を測定した。

結 果

患者発生状況

週別の集団かぜ患者発生状況は図１に示すように，

平成13年第50週の12月17日に西粟倉村で集団かぜが初

めて確認されたものの，その後しばらく患者発生はみ

られなかったが，翌年第４週から患者が増加し始め，

第６週（２月上旬）にピーク（827人）に達した。次週

にかけて患者数はいったん減少に転じたものの，その

後再び増加し第10週（３月下旬）に２度目のピーク（807

人）に達した後，第13週（３月下旬）に流行は終息し

た。届出患者総数は4,583人と過去15年間では４番目に

小規模な流行であった。閉鎖措置校の地域分布をピー

ク毎にみた場合，第１のピークでは分布に大きな地域

差は認められないものの，第２のピークに相当する第

８週～第11週では，閉鎖措置校のべ108校のうち過半数

の56校が津山地区を中心とする県北部地域に集中して

おり，同地区で地域流行のあったことが推察された。

一方，発生動向調査における定点あたりのインフル

エンザ患者総数（前年の第27週から翌年の第26週まで

の総計）では，94.25人と総数が100人に満たず，過去

15年では３番目に低い水準であった。定点あたり患者

数の推移をみると（図２），集団かぜの場合と同様に，

不明瞭ながら二峰性の患者数推移が認められた。

さらに地区別にみると（図１），ほとんどの地区で二

峰性の流行パターンを示したが，津山・勝英地区では

第１のピークは明瞭でなく，患者のほとんどが第２の

図１ 週別のインフルエンザ様疾患患者発生状況

カラムが集団かぜ患者数を，折れ線が地区別の定点あたり患者数を示す。

図２ 週別のインフルエンザウイルス分離状況

カラムが型別ウイルス分離数を，折れ線が定点あたり患者数を示す。
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ピーク集中するという，他の地区とは異なった流行形

態を示した。このことは集団かぜにおいて認められた

「津山地区での地域流行」を反映したものと考えられ

た。

ウイルス分離結果

ウイルス分離結果は表１に示すように，集団かぜの

発生した13施設の患者56人中10人（17.9％）からＡソ

連型 Inf.Vが，１人（1.8％）からＡ香港型 Inf.Vが

分離された。一方，Ｂ型 Inf.Vについては抗原的に２

系統（山形系統およびビクトリア系統）のウイルスが

確認されているが ，このうち山形系統標準株（Ｂ/ヨ

ハネスブルグ/５/99）の抗血清に反応したウイルス（Ｂ

山形系 Inf.V）は56人中８人（14.3％）から，またビ

クトリア系統標準株（Ｂ/秋田/27/2001）の抗血清に反

応したウイルス（Ｂビクトリア系 Inf.V）は９人（16.1

％）からそれぞれ分離された。

また，発生動向調査では65人中16人（24.6％）から

Ａソ連型 Inf.Vが，10人（15.4％）からＡ香港型 Inf.

Vが，２人（3.1％）からＢ山形系 Inf.Vが，３人（4.6

％）からＢビクトリア系 Inf.Vがそれぞれ集団かぜ流

行期間中に分離された。

分離株数をみると，Ａソ連型 Inf.Vが26株と最も多

かったが，その他の型では株数に大きな差は認められ

なかった（表１）。また，ウイルス型別の分離状況は図

２に示すように，Ａソ連型 Inf.Vの多くが流行初期に

分離されたのに対し，Ｂビクトリア系 Inf.Vはおもに

流行中期～後期に分離されていた。一方，Ａ香港型お

よびＢ山形系 Inf.Vについて流行期間を通じて分離さ

れた。さらに地域別にみると，Ａソ連型およびＢ山形

系 Inf.Vについては県下全域で広く分離されていたの

に対し，Ａ香港型 Inf.Vでは主に県南部地域で，Ｂビ

クトリア系 Inf.Vは主に県北部地域でそれぞれ分離さ

れていた（表１）。特にＢビクトリア系 Inf.V は，流

行後期の３月中旬には県南部地域からも分離されるよ

うになったことから，流行が県北部から南部へと広が

っていったことがうかがわれた。

表１ インフルエンザウイルス分離および血清検査成績

区 分

検 体 採 取 状 況 ウ イ ル ス 分 離 ・ 同 定 血 清 検 査 成 績

施設

No.
施 設 名 保健所名 採取年月日 分 離

同 定

Ａソ連
(Ｈ１)

Ａ香港
(Ｈ３)

Ｂ 型
(山形系)

Ｂ 型
(ビクトリア系)

ペア血清
検体数

有意上昇数(≧４倍)

Ａソ連
(Ｈ１Ｎ１)

Ａ香港
(Ｈ３Ｎ２)

Ｂ 型

備 考

１ 西粟倉小学校 勝 英 13.12.17 3/5 0 0 3 0 0

２ 中新田幼稚園 倉 敷 14.1.21 3/4 3 0 0 0 0

３ 片上幼稚園 東 備 14.1.22 2/5 2 0 0 0 0

４ 上水田小学校 高 梁 14.1.22 4/5 4 0 0 0 0

５ 川上小学校 真 庭 14.1.23 1/5 1 0 0 0 0

６ 芳泉中学校 岡山市 14.1.23 1/5 0 1 0 0 5 0/5 5/5 0/5

７ 津山東中学校 津 山 14.1.30 4/5 0 0 0 4 0 (100％)
集団かぜ

８ 河辺小学校 津 山 14.2.7 2/5 0 0 0 2 0

９ 福島小学校 岡山市 14.3.1 5/5 0 0 5 0 0

10 柵原西小学校 津 山 14.3.5 1/5 0 0 0 1 0

11 広戸小学校 勝 英 14.3.7 2/5 0 0 0 2 0

12 山田小学校 井 笠 14.3.12 0/2 0 0 0 0 0

小 計
28/56
(50％)

10
(17.9％)

1
(1.8％)

8
(14.3％)

9
(16.1％)

5 0/5 5/5 0/5

所管保健所名 検体採取年月日

岡山市保健所 13.4.2～ 12.6 0/15 0 0 0 0 0

14.1.11～ 1.28 5/7 5 0 0 0 0

2.1～ 3.11 5/10 4 1 0 0 0

岡山保健所 14.1.16～ 1.28 3/4 2 1 0 0 0

3.9～ 3.11 5/6 0 2 1 2 0

感 染 症
発生動向
調査

倉敷市保健所 13.5.15 0/1 0 0 0 0 0

14.1.23 1/1 0 0 1 0 0

3.4～ 3.8 5/6 2 3 0 0 0

井笠保健所 13.7.18～ 11.17 0/2 0 0 0 0 0

14.1.18～ 2.12 3/4 2 1 0 0 0

3.9～ 3.28 4/5 1 2 0 1 0

津山保健所 13.12.28～14.1.18 0/2 0 0 0 0 0

阿新保健所 13.12.14～ 12.21 0/2 0 0 0 0 0

小 計
31/65

(47.7％)
16

(24.6％)
10

(15.4％)
2

(3.1％)
3

(4.6％)
0

合 計
59/121

(48.8％)
26

(21.5％)
11

(9.1％)
10

(8.3％)
12

(9.9％)
5 0/5 5/5

(100％)
0/5

Ａソ連型抗原：Ａ/ニューカレドニア/20/99，Ａ香港型抗原：Ａ/パナマ/2007/99，Ｂ型抗原：Ｂ/ヨハネスブルグ/５/99

陽性数/検体数
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なお，Inf.Vの関与が証明されなかった施設№12（矢

掛町立山田小学校）の患者２名について FL および

Vero細胞を用いたウイルス分離を行ったものの，分離

陰性であった。また，発生動向調査の検体についても

Inf.V 以外のウイルスは分離されなかった。

分離ウイルスの抗原性

分離株の抗原性解析に関する成績は表２に示すよう

に，Ａソ連型 Inf.Vにおいて分離時期が遅くなるほど

標準株からの抗原的ズレが大きくなっていく傾向が認

められたものの，その他の型では分離時期による抗原

性の違いは認められなかった。

昨年度はＡソ連型，Ａ香港型およびＢ山形系 Inf.V

の混合流行であったが ，国立感染症研究所における解

析結果を基に，昨年度と今年度の流行株について抗原

性の比較を行った。その結果，Ａソ連型 Inf.Vについ

ては抗原的にほとんど違いはなく（表３）， またＢ山

形系 Inf.Vについても抗Ｂ/四川/379/99血清に対する

反応性に若干の差異が認められたものの，ほぼ同様の

抗原性であることがわかった（表４）。

なお，Ａ香港型 Inf.Vについて詳しい比較解析は行

なっていないが，昨年度流行株が抗Ａ/パナマ/2007/99

血清（ホモ HI価1,280倍）に対し1,280倍の HI価で

あったのに対し，今年度流行株が同抗血清に対し320倍

の HI価を示したことから，抗原性に若干の差異が認

表３ Ａソ連型インフルエンザウイルス分離株の抗原性解析結果（国立感染症研究所）

抗 原 フ ェ レ ッ ト 感 染 血 清 備 考

区 分 株 名
Ａ/北京/262/95
（Ｈ１Ｎ１）

Ａ/ニューカレドニア
/20/99（Ｈ１Ｎ１)

Ａ/福岡市/86/2000
（Ｈ１Ｎ１）

検体採取
年月日（病日)

採 取 地

Ａソ連型標準株

Ａ/北京/262/95

Ａ/ニューカレドニア/20/99

Ａ/福岡市/86/2000

1,280

80

40

640

640

160

80

160

1,280

今年度分離株 Ａ/岡山/50/2002 160 640 320 14.3.5（１) 倉 敷 市

昨年度分離株 Ａ/岡山/44/2001 80 320 320 13.3.12（２) 倉 敷 市

表４ Ｂ型インフルエンザウイルス分離株（山形系統）の抗原性解析結果（国立感染症研究所)

抗 原 フ ェ レ ッ ト 感 染 血 清 備 考

区 分 株 名 Ｂ/山梨/166/98 Ｂ/四川/379/99
Ｂ/ヨハネスブルク

/５/99
Ｂ/静岡/15/2001 Ｂ/山東/07/97

検体採取
年月日（病日)

採 取 地

Ｂ型標準株

Ｂ/山梨/166/98

Ｂ/四川/379/99

Ｂ/ヨハネスブルク/５/99

Ｂ/静岡/15/2001

Ｂ/山東/07/97

640

320

320

40

＜10

160

640

320

160

＜10

640

640

320

160

＜10

1,280

1,280

640

640

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

320

今年度分離株
Ｂ/岡山/54/2001

Ｂ/岡山/41/2002

10

20

20

80

40

80

640

1,280

＜10

＜10

13.12.17（５)

14.3.11（１)

西粟倉村

玉 野 市

昨年度分離株 Ｂ/岡山/51/2001 40 160 80 1,280 ＜10 13.3.13（４) 吉 永 町

表２ インフルエンザウイルス分離株の抗原性解析結果

抗 原 フ ェ レ ッ ト 感 染 血 清 備 考

区 分 株 名
Ａ/モスクワ/18/98

(Ｈ１Ｎ１)
Ａ/ニューカレドニア
/20/99（Ｈ１Ｎ１)

Ａ/パナマ/2007/99
(Ｈ３Ｎ２)

Ｂ/ヨハネスブルク
/５/99

Ｂ/秋田/27/2001
検体採取

年月日（病日)
採 取 地

標準株

Ａ/モスクワ/18/98

Ａ/ニューカレドニア/20/99

Ａ/パナマ/2007/99

Ｂ/ヨハネスブルグ/５/99

Ｂ/秋田/27/2001

2,560

40

＜10

＜10

＜10

40

640

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

1,280

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

320

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

80

Ａソ連型分離株

Ａ/岡山/１/2002（初 ）

Ａ/岡山/28/2002（中 ）

Ａ/岡山/50/2002（後 ）

20

＜10

20

320

160

80

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

14.1.16（１)

14.2.12（４)

14.3.5（１)

玉 野 市

笠 岡 市

倉 敷 市

Ａ香港型分離株
Ａ/岡山/14/2002（初）

Ａ/岡山/55/2002（後）

＜10

＜10

＜10

＜10

320

320

＜10

＜10

＜10

＜10

14.1.18（５)

14.3.28（２)

笠 岡 市

井 原 市

Ｂ型（山形系統）分
離株

Ｂ/岡山/54/2001（初）

Ｂ/岡山/39/2002（中）

Ｂ/岡山/41/2002（後）

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

20

10

10

＜10

＜10

＜10

13.12.17（５)

14.1.23（２)

14.3.11（１)

西粟倉村

倉 敷 市

玉 野 市

Ｂ型（ビクトリア系
統）分離株

Ｂ/岡山/17/2002（中）

Ｂ/岡山/25/2002（中）

Ｂ/岡山/45/2002（後）

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

10

10

10

14.1.30（４)

14.2.7（７)

14.3.11（１)

津 山 市

津 山 市

玉 野 市

初：流行初期分離株 国立感染症研究所より分与

中：流行中期分離株

後：流行後期分離株
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めらた。

血清検査成績

表５に示すように，施設№６の患者５人全員でＡ香

港型 Inf.V 標準株（Ａ/パナマ/2007/99）に対し抗体

価の有意上昇（HI抗体価４倍以上上昇）が認められて

おり，またウイルス分離結果とも一致していた。

考 察

ウイルス分離成績などから，平成13年度の岡山県に

おけるインフルエンザは昨年度 に引き続きＡソ連型，

Ａ香港型，およびＢ型 Inf.V との混合流行であった。

さらにＢ型については，山形系およびビクトリア系と

いう抗原性の異なる２種類のウイルスが混在し，あわ

せて４種類の Inf.Vが流行するという極めて異例な事

態であった。全国調査でも ，多くの都道府県で昨年度

と同様にＡソ連型，Ａ香港型，およびＢ型の３種類の

Inf.V が検出されていた。

患者発生状況（図１）およびウイルス分離状況（図

２）などから，患者発生の第１ピークが主にＡソ連型

Inf.Vの流行により形成され，それに引き続いて３種

類の Inf.Vが流行することにより第２のピークが形成

されたものと考えられた。ただし，集団かぜにおける

第２のピークは，閉鎖措置校の地域分布などから津山

地区を中心とした地域流行を色濃く反映したものと考

えられ，ウイルス分離成績から本地域流行にＢビクト

リア系 Inf.Vが大きく関わっていたことが強く示唆さ

れた。

今シーズンの集団かぜ患者総数は4,583人と過去15年

間では４番目に少なく，また発生動向調査における定

点あたり患者総数も94.25人と，過去15年では３番目に

低い水準であった。多種類の Inf.Vが流行したのにも

かかわらず，このように流行が比較的小規模で終わっ

た要因としては，①主流行と考えられるＡソ連型 Inf.

V をはじめ，Ａ香港型およびＢ山形系 Inf.V とも昨

年に引き続いての流行であり，なおかつウイルスの抗

原性に大きな違いが認められなかったこと，②昨年度

は検出されなかったＢビクトリア系 Inf.Vについても，

その流行が県北部の一部地域内にとどまり，県南部へ

の広がりが限定的であったことなどが考えられた。
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表５ 患者ペア血清の血清検査成績

検 体 採 取 状 況 インフルエンザウイルス 標 準 株 に 対 す る Ｈ １ 抗 体 価 判 定

施設 検体 発 病

病 日

Ａ Ｃ

性 年 分 離 同 定

Ａ/ニューカレドニア
/20/99（Ｈ１Ｎ１)

Ａ Ｃ

Ａ/パナマ/2007/99
（Ｈ３Ｎ２)

Ａ Ｃ

Ｂ/ヨハネスブルグ
/５/99

Ａ Ｃ

Ｂ/秋田/27/2001

Ａ Ｃ

有意上昇

6 1

2

3

4

5

14.1.17

1.18

1.20

1.21

1.21

7

6

4

3

3

30

29

27

26

26

男

男

男

女

男

14

14

14

13

14

－

－

＋

－

－

Ａ香港型

＜10

＜10

20

＜10

320

＜10

＜10

20

＜10

640

＜10

40

20

20

20

160

640

160

640

160

＜10

＜10

＜10

＜10

10

＜10

＜10

＜10

＜10

20

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

＜10

Ａ香港型

Ａ香港型

Ａ香港型

Ａ香港型

Ａ香港型

合 計
１/５

（20％）
０/５

５/５
（100％）

０/５ ０/５

Ａ：急性期

Ｃ：回復期

73岡山県環境保健センター年報


